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●
大
切
な
税
金
の
使
い
道

平
成
15
年
度
決
算

平
成
15
年
度
の
決
算
が
、
町
議
会
の
9
月
定
例

会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
・
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
・
老

人
保
健
・
介
護
保
険
・
下
水
道
事
業
）・
水
道
事

業
会
計
を
合
わ
せ
た
歳
入
総
額
は
２
１
３
億
４，

０
９
０
万
１
千
円
、
歳
出
総
額
は
２
０
７
億
１，

６
８
０
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

町
で
は
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
住
民
参
加
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
、
福
祉
・
教
育
・
防

災
施
策
や
生
活
基
盤
整
備
な
ど
、
町
民
皆
さ
ん
の

暮
ら
し
に
直
結
す
る
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
ま

し
た
。

繰入金 
706,300 
（6.0） 

国庫支出金 
420,921（3.5） 

分担金及び負担金 
　　　　　（0.8） 
使用料及び手数料 
　　　　　（2.1） 
財産収入　（0.1） 
寄附金　　（0.1） 

地方譲与税（1.3） 
利子割交付金（0.3） 
ゴルフ場利用税交付金（0.5） 
 

自動車取得税交付金（1.5） 
地方特例交付金（1.8） 
交通安全対策特別交付金（0.1） 

町税 
7,404,911 
（63.0） 

繰越金  
474,241（4.0） 

その他 
353,371（3.1） 

県支出金 
505,968（4.3） 

地方消費税交付金 
412,954（3.5） 

地方交付税 90,961（0.8） 

町債 257,000（2.2） 

その他  
644,897 
（5.5） 

諸収入 
486,320（4.1） 

一般会計 
歳入合計 
11,757,844

9,425,143 
（80.2） 

自
主
財
源 

依存財源  
2,332,701 
（19.8） 

※単位は千円
（ ）内は％を示す

一般会計　歳入

町税の内訳

町民税（個人）1,619,784千円（6.5％減）

（法人） 758,341千円（16.1％増）

固定資産税 4,234,218千円（6.7％減）

軽自動車税 56,623千円（2.8％増）

町たばこ税 278,831千円（2.9％増）

特別土地保有税 0千円（皆減）

都市計画税 457,114千円（8.3％減）

合　　　　　計 7,404,911千円（4.5％減）

※（ ）内は、前年度比

22004.October

納税額　　　483,602円（6.4％減）
歳出額　　　728,774円（11.6％減）

※（ ）は前年度比

納税額　　　172,967円（4.5％減）
歳出額　　　260,657円（9.8％減）

●町民１人当たり

●１世帯当たり



優れた舞台芸術を鑑賞することで、子供たちの芸術を愛する心を

育てようと文化庁が実施している「本物の舞台芸術体験事業」に半

原小学校が選ばれ、このほど同校に仙台フィルハーモニー管弦楽団

がやってきました。

公演は体育館で行われ、児童約500人がドヴォルザークの「スラ

ヴ舞曲集」やチャイコフスキーの歌劇「エウゲニ・オネーギン」を

鑑賞したほか、児童数人がオーケストラの指揮者を体験するといっ

た、楽しい催しなども行われました。

公演の最後は、半原小学校校歌をオーケストラの演奏により全員

で合唱。児童らは、間近で聴くオーケストラの生演奏を満喫してい

ました。

山橋が
国の登録有形文化財に平 ーケストラがやってきた！

半原小学校で
仙台フィルハーモニー
管弦楽団が公演

オ

おととしの9月にオープンした子育て支援セ
ンターは、年間約11,200人、１
日平均約50人の親子に利用されて
います。
このほど、同センターが開設2周年を迎

えたことから、お楽しみ会「子育て支援センターのお誕生
日」を開催、95人の親子が訪れました。
何も描かれていない絵本を閉じてもう一度開くと、象の絵が表
れたり、箱の中から万国旗や色とりどりのハンカチなどが次々に
出てきたりするマジックショーに子供たちは大喜び。
また、ピアノ伴奏の歌や手遊びなどで、親子で楽しいひととき
を過ごしていました。

愛川愛川Aikawa Topics

田代の平山橋が、国の登録

有形文化財として文化財登録

原簿に登録されました。この

登録制度は、近年の国土開発

や生活様式の変化などによ

り、消滅の危機にさらされて

いる建造物を、後世に幅広く

継承するために設けられた制

度です。

大正2年に竣工した平山橋

は、既存のリベット構造トラス橋※としては珍しく、当時左岸１連だ

けが鉄製で、残りの2連は木製でした。すべてが鉄製になったのは大

正15年で、平山大橋にその機能を引き継ぐ平成15年までの約90年間、

重要な役割を担ってきました。

今年4月、人道橋に姿を変えた平山橋は、人々が行き交い、年に数

回、イベントなどに合わせてライトアップされています。

※リベット（鉄製のびょう）を使用し、三角形をいくつも組み合わせ

た枠組みの構造の鉄橋

19 2004.October

子 育て支援センター開設2周年
お楽しみ会を親子で満喫

トピックス
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一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
、
１
１
７
億
５，
７
８
４
万
４
千
円

で
、
前
年
度
よ
り
10
億
９，
０
１
５
万
３
千
円
の
減
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

歳
入
額
を
財
源
別
に
み
る
と
、
町
税
、
使
用
料
及
び
手
数
料

な
ど
町
独
自
で
得
る
こ
と
の
で
き
る
自
主
財
源
が
、
94
億
２，
５

１
４
万
３
千
円
で
歳
入
総
額
の
80
・
２
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
自
主
財
源
の
根
幹
を
な
す
町
税
は
、
前
年
度
と
比
べ
４
・

５
％
減
の
74
億
４
９
１
万
１
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
・
県
支
出
金
や
町
債
、
地
方
交
付
税
な
ど
か
ら
な

る
依
存
財
源
は
、
前
年
度
と
比
べ
14
・
７
％
減
の
23
億
３，
２
７

０
万
１
千
円
で
歳
入
総
額
の
19
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
歳
出
は
、
総
額
１
１
１
億
５，
８
９
９
万
５
千
円
で
、

前
年
度
よ
り
12
億
１，
４
７
６
万
１
千
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
額
を
目
的
別
に
み
る
と
、
民
生
費
が
24
億
１，
７
９
６
万

７
千
円
と
最
も
多
く
、
全
体
の
21
・
７
％
を
占
め
、
続
い
て
総

務
費
17
億
７，
６
８
６
万
３
千
円
（
15
・
９
％
）、
土
木
費
14
億

２，
２
３
８
万
２
千
円
（
12
・
８
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
性
質
別
で
は
、
各
種
医
療
費
へ
の
助
成
費
用
が
増
加
し

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
扶
助
費
が
前
年
度
よ
り
37
・
９
％
増
の
７

億
７，
８
９
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
人
件
費
や
公
債
費
が
そ

れ
ぞ
れ
減
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
い
わ
ゆ

る
義
務
的
経
費
が
、
前
年
度
よ
り
３
・
５
％
減
の
51
億
６，
４
８

２
万
２
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
整
備
な
ど
、
投
資
的
な
経
費
で
あ
る
普
通
建
設

事
業
費
は
、
大
規
模
な
工
事
が
終
了
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
前

年
度
よ
り
３
９
・
５
％
減
の
10
億
８，
４
３
８
万
６
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

な
お
、
実
質
収
支
は
５
億
１，
７
１
０
万
３
千
円
の
黒
字
と
な

り
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
金
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
◆
企
画
政
策
課
財
政
班
1（
内
線
）
２
２
２

教育費 
1,326,057 
（11.9） 

公債費 
1,013,864 
（9.1） 

農林水産業費 225,061（2.0） 

商工費  
414,073（3.7） 

災害復旧費  
146（0.0） 

諸支出金 121,019（1.1） 

土木費 
 1,422,382 
（12.8） 

消防費 
 952,755 
（8.5） 

議会費 179,314（1.6） 

一般会計 
歳出合計 
11,158,995

民生費 
 2,417,967 
（21.7） 

衛生費 
 1,309,494 
（11.7） 

総務費 
 1,776,863 
（15.9） 

一般会計　歳出（目的別）

一般会計

町の主な財産

土　地
5,875,176m2

建　物
124,844m2

基　金
29億1,996万円

災害復旧事業費 146（0.0） 

補助費等   
531,992（4.7） 

扶助費   
778,960 
（7.0） 

補助事業費 
182,263（1.6） 

一般会計 
歳出合計 
11,158,995

投資及び出資金   
20,725（0.2） 

維持補修費 
189,773（1.7） 

繰出金 
1,313,266 
（11.8） 

積立金 
481,536（4.3） 

公債費 
1,013,861（9.1） 

貸付金 422,019（3.8） 

物件費 
1,950,476 
（17.5） 

人件費 
3,372,001 
（30.2） 

普通建設事業費 
1,084,240（9.7） 

単独事業費 
901,977 
（8.1） 

一般会計　歳出（性質別）

※単位は千円
（ ）内は％を示す

※単位は千円
（ ）内は％を示す

普
　
通
　
債

町債（借入金）の残高　

総　務　債 258,612千円

民　生　債 138,289千円

衛　生　債 1,560,202千円

土　木　債 1,168,035千円

消　防　債 260,000千円

教　育　債 1,560,193千円

公営住宅債 174,151千円

減 税 補 て ん 債 1,430,765千円

臨時税収補てん債 197,657千円

合　　　　　　計 6,747,904千円
（前年度比） （7.1％減）
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議会費 179,314千円
●議会運営費（議会会議録データベース化事業など） …7,084千円

●議会だよりの発行 …………………………………………3,930千円

総務費 1,776,863千円
●マイクロフィルム・図面等電子化事業費 ……………11,749千円

●男女共同参画行政推進事業費 ……………………………3,960千円

●町民アイディアまちづくり事業費 ………………………6,543千円

●交通安全対策費（道路反射鏡、区画線設置工事など）…24,458千円

●防犯対策費（防犯灯設置工事など）……………………21,522千円

民生費 2,417,967千円
●心身障害者生活援護事業費（障害者支援費支給事業、重度・中度

障害者医療費の助成など）……………………………363,531千円

●ありんこ作業所高峰分所建設事業費 …………………19,130千円

●老人福祉管理経費（老人福祉専用バス購入など）……24,850千円

●在宅老人援護対策事業費（老人ミニデイサービス、一人暮らし老

人給食サービスなど）……………………………………45,200千円

●小児医療費・ひとり親家庭等医療費の助成 …………99,008千円

●子育て支援対策事業費（子育て支援センターの運営など）………

…………………………………………………………………5,567千円

衛生費 1,309,494千円
●各種予防接種の実施 ……………………………………38,266千円

●母子保健事業費（各種健康診査、親子教室の実施など）…15,351千円

●成人・老人保健事業費（成人病検診、健康運動教室など）………

………………………………………………………………132,421千円

●愛川聖苑の業務・施設維持管理経費 …………………57,608千円

●ごみ減量化・再資源化推進事業費（集団資源回収事業補助金など）

………………………………………………………………12,893千円

●ごみ処理施設の運転・維持管理経費…………………462,545千円

農林水産業費 225,061千円
●農業振興対策事業費（有害鳥獣・猿害防止対策事業など）

……………………………………………………………… 2,836千円

●農道・農業用水路整備事業費 ………………………… 13,277千円

●農村総合整備事業費（農道3号・4号線整備工事など）……55,297千円

●畜産振興対策事業費（家畜予防対策事業補助金など） 5,272千円

●林業振興事業費（地域林業形成促進事業など）………22,305千円

商工費 414,073千円
●商工振興対策事業費（商店会連合会運営事業補助金、ISO認証取

得促進事業助成など） …………………………………14,464千円

●繊維産業振興対策事業費（地場産業育成事業補助金など）………

………………………………………………………………62,214千円

●町内共通商品券発行事業費補助金 ……………………10,937千円

●温泉施設調査事業経費 ……………………………………3,963千円

●勤労者住宅資金利子補給金 ………………………………6,773千円

土木費 1,422,382千円
●道路新設改良舗装事業費（幣山下平線新設事業、歩道整備工事など）

……………………………………………………………331,263千円

●都市排水路整備事業費（田代・戸倉都市排水路整備工事など）

………………………………………………………………25,638千円

●都市公園管理経費（第1号公園管理経費など）………41,613千円

●田代運動公園管理経費 …………………………………69,992千円

●三増公園管理経費 ………………………………………12,862千円

●田代住宅建替事業費（実施設計など） …………………7,020千円

消防費 952,755千円
●消防活動事業費（警防・救急活動事業、応急手当普及啓発活動推

進事業） ……………………………………………………5,637千円

●高規格救急車購入費 ……………………………………28,560千円

●消防団器具舎・車両維持管理経費（器具舎用地購入など）………

………………………………………………………………33,613千円

●防災行政無線管理経費（デジタル化改修など）………29,884千円

●消防庁舎建設事業費（平成15・16年度継続事業）……183,623千円

教育費 1,326,057千円
●小学校学習活動サポーターの派遣 ………………………5,937千円

●菅原小学校外壁改修工事 ………………………………44,995千円

●中津小学校トイレ改造工事 ……………………………25,181千円

●愛川東中学校校舎耐震補強工事 ………………………39,525千円

●魅力ある学校づくり事業（小中学校） …………………9,046千円

●生涯学習推進プラン後期基本計画等策定事業 …………3,350千円

●原臼児童館建設事業費（平成14・15年度継続事業）…63,998千円

●各種スポーツ行事・講習会の開催（愛川町一周駅伝競走大会、町

民みなふれあい体育大会の開催など） …………………8,662千円

その他 1,135,029千円
●災害復旧費 ………………………………………………… 146千円

●公債費（借り換えに伴う元金償還を含む） ………1,013,864千円

●諸支出金…………………………………………………121,019千円

一般会計の主な実施事業
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会計名 決算額
対前年度比

増減額 増減率（%）

国民健康保険 3,887,334千円 598,785千円 18.2

老 人 保 健 1,892,401千円 △51,087千円 △2.6

介 護 保 険 976,383千円 39,192千円 4.2

下 水道事業 1,903,349千円 △161,410千円 △7.8

合　　　　計 8,659,467千円 425,480千円 5.2

歳　入

会計名 決算額
対前年度比

増減額 増減率（%）

国民健康保険 3,801,487千円 561,636千円 17.3

老 人 保 健 1,891,637千円 △26,924千円 △1.4

介 護 保 険 965,288千円 42,807千円 4.6

下 水道事業 1,836,469千円 △168,959千円 △8.4

合　　　　計 8,494,881千円 408,560千円 5.1

歳　出

収益的収入と支出（消費税を含む）

収入済額 支出済額 収支差引額

629,417千円 531,673千円 97,744千円

資本的収入と支出（消費税を含む）

収入済額 支出済額 収支差引額

294,173千円 531,258千円 △237,085千円

※収入と支出の不足額は、積立金などで補てん

特別会計

歳
入
　
86
億
5，
9
4
6
万
7
千
円

歳
出
　
84
億
9，
4
8
8
万
１
千
円

■
国
民
健
康
保
険
事
業
　

町
民
の
健
康
保
持
と
増
進
の
た
め
、
適
正

な
課
税
、
保
険
給
付
を
行
い
医
療
保
障
の
充

実
に
努
め
ま
し
た
。

平
成
15
年
度
末
現
在
で
、
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
世
帯
は
町
総
世
帯
数
の

53
・
５
％
、
被
保
険
者
は
町
総
人
口
の
40
・

２
％
で
す
。

■
老
人
保
健
事
業

老
後
に
お
け
る
健
康
保
持
の
た
め
医
療
費

の
適
正
化
に
努
め
、
健
全
な
医
療
給
付
を
進

め
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
事
業

適
正
な
要
介
護
認
定
を
行
う
と
と
も
に
、

要
介
護
・
要
支
援
者
の
能
力
に
応
じ
、
自
立

し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

保
険
給
付
を
行
い
、
保
健
医
療
の
向
上
と
福

祉
の
増
進
に
努
め
ま
し
た
。

■
下
水
道
事
業

半
原
地
区
と
田
代
地
区
の
面
整
備
、
整
備

済
み
区
域
の
舗
装
復
旧
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
整
備
区
域
拡
大
の
た
め
の
実
施
設

計
業
務
委
託
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
15
年
度
末
現
在
の
下
水
道
人
口
普
及

率
は
82
・
１
％
で
す
。

水
道
事
業
の
使
命
は
、
安
全
で
良
質
な

水
を
需
要
に
応
じ
安
定
的
に
供
給
し
、
町

民
の
健
康
で
豊
か
な
生
活
環
境
や
、
さ
ま

ざ
ま
な
経
済
活
動
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
で
す
。

経
営
状
態
は
、
経
済
活
動
の
低
迷
や
節

水
型
機
器
の
普
及
、
さ
ら
に
利
用
者
の
節

水
意
識
の
浸
透
と
昨
年
の
冷
夏
に
よ
り
、

水
需
要
が
急
激
に
落
ち
込
み
、
年
間
有
収

水
量
は
、
前
年
度
に
比
べ
２
・
６
％
減
少

し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
水
道
事
業
の
基

幹
収
入
と
な
る
水
道
料
金
が
前
年
度
に
比

べ
３
・
５
％
の
減
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
水
道
事
業
収
益
の
総
額
は
前
年
度
よ

り
３
・
６
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
支
出
で
は
委
託
料
が
経
年
業
務

に
加
え
、
新
規
事
業
と
し
て
水
道
施
設
維

持
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
や
管
路
情
報
シ

ス
テ
ム
業
務
委
託
が
増
加
し
た
も
の
の
、

公
道
な
ど
の
漏
水
修
理
や
施
設
の
修
理
、

検
満
量
水
器
の
交
換
や
修
繕
工
事
な
ど
が

減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
水
道
事
業
費
用
の

総
額
は
、
前
年
度
に
比
べ
６
・
６
％
減
少

し
ま
し
た
。

当
年
度
純
利
益
は
７，
７
９
０
万
８
千

円
計
上
し
ま
し
た
が
、
施
設
整
備
事
業
の

た
め
の
積
立
金
を
８，
８
５
０
万
８
千
円

取
り
崩
し
た
た
め
、
利
益
剰
余
金
の
総
額

は
４
億
４，
３
７
０
万
１
千
円
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
水
道
施
設
整
備
事
業
の
第
４
次

拡
張
事
業
も
順
調
に
進
み
、
半
原
細
野
地

内
に
有
効
容
量
２
１
１
　
の
愛
川
受
水
池

が
完
成
し
、
半
原
地
域
の
安
定
給
水
が
図

れ
ま
し
た
。

建
設
改
良
事
業
で
は
、
未
給
水
地
域
で

あ
っ
た
角
田
幣
山
地
区
の
給
水
工
事
が
完

了
し
、
町
営
水
道
に
よ
る
給
水
を
開
始
し

ま
し
た
。
ま
た
、
老
朽
管
の
敷
設
替
え
や

配
水
管
整
備
を
す
る
な
ど
、
水
道
施
設
の

整
備
・
改
良
を
促
進
し
ま
し
た
。

水道事業
会計
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今
年
10
月
か
ら
、
介
護
保
険
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
に
、

介
護
給
付
費
通
知
書
を
郵
送
し
ま

す
。
こ
の
通
知
書
に
は
、
い
つ
、

ど
の
事
業
者
か
ら
ど
の
よ
う
な
サ

ー
ビ
ス
を
何
回
利
用
し
、
い
く
ら

支
払
っ
た
か
な
ど
、あ
な
た
が
実
際

に
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
状
況
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。（
支
払
い
を

請
求
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

通
知
書
が
届
い
た
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
項
目
に
つ
い
て
、
間
違
い
が

な
い
か
ど
う
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
作

成
し
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
一
月
ご
と

に
ま
と
め
た
「
サ
ー
ビ
ス
利
用
票
」

と
も
見
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
も

し
実
際
に
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
と

通
知
内
容
が
異
な
っ
て
い
た
場
合

に
は
、
長
寿
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。介

護
給
付
費
通
知
書
は
、
１
月

か
ら
６
月
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
利
用

分
を
10
月
に
、
７
月
か
ら
12
月
ま

で
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
分
を
２
月
に

郵
送
し
ま
す
。

同
じ
月
に
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス

の
自
己
負
担
の
合
計
額
が
、
次
の

表
の
額
を
超
え
た
と
き
に
は
、
申

請
に
よ
り
超
え
た
分
が
「
高
額
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
」
と
し
て
後
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
該

当
者
に
は
町
か
ら
申
請
書
な
ど
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
長
寿
課
で
申

請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

同
じ
世
帯
内
に
複
数
の
利
用
者

が
い
る
場
合
は
、
世
帯
の
合
計
額

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
を
支
払
っ
た

際
の
領
収
書
は
、
必
ず
保
管
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
給
付
費
通
知
に

記
載
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
回
数
や
利
用
料
を
確
認
す
る
と

き
や
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

申
請
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
◆
長
寿
課
介
護
保
険

班
1（
内
線
）
２
４
３
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介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る

介
護
給
付
費
通
知
書

美
化
プ
ラ
ン
ト
で
処
理
し
て
い

る
ご
み
の
量
は
、
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
、
平
成
15
年
度
は
１
５，
９

０
４
ト
ン
、そ
の
処
理
費
用
は
約
６

億
６
千
万
円
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

燃
え
る
ご
み
の
中
で
は
紙
類
が

約
40
％
と
一
番
多
い
こ
と
か
ら
、

町
民
１
人
が
１
日
に
新
聞
紙
５
枚

（
１
０
０
グ
ラ
ム
）
ほ
ど
の
紙
を
リ

サ
イ
ク
ル
す
れ
ば
、
町
全
体
で
は

年
間
約
10
％
の
燃
え
る
ご
み
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
聞
紙
や
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、

菓
子
箱
、
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
は
燃

え
る
ご
み
と
し
て
出
さ
ず
に
、
地

域
の
紙
類
再
資
源
化
倉
庫
に
搬
入

ま
た
は
、
廃
品
回
収
に
出
し
ま
し

ょ
う
。

皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
掛

け
で
、
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
毎
日
の
生
活
の
中
で
、

リ
デ
ュ
ー
ス
（
ご
み
の
発
生
抑

制
）
・
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）
・

リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利
用
）
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
◆
環
境
課
廃
棄
物
対

策
班
1（
内
線
）
３
８
２

新
聞
紙
5
枚
分
が
、

ご
み
を
10
％
削
減

領
収
書
は
き
ち
ん
と

保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

負
担
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
は

一般世帯 37,200円

本人および世帯全員が

住民税非課税
24,600円

15,000円

10,000

12,500

15,000

17,500

平
成
　
年
度 

平
成
　
年
度 

平
成
　
年
度 

平
成
　
年
度 

平
成
　
年
度 

平
成
　
年
度 

（トン） 

14,410
14,876

15,234
15,606 15,566

15,904

10 11 12 13 14 15

●美化プラントで処理しているごみ量

生活保護の受給者、もし
くは老齢福祉年金の受給
者で、本人および世帯全
員が住民税非課税

※ごみ量に比例して、ごみ処理経費も増
大しています。分別を行い経費の削減に
ご協力ください。



■
共
通
の
取
り
組
み

ご
み
の
発
生
抑
制
（
リ
デ
ュ
ー

ス
）、
不
用
品
の
再
使
用
（
リ
ユ
ー

ス
）、
ご
み
の
再
生
利
用
（
リ
サ
イ

ク
ル
）
と
い
う
、「
３
Ｒ
」
を
推
進

す
る
。

■
町
民
の
取
り
組
み

ご
み
の
発
生
抑
制
か
ら
分
別
に

よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
ま
で
を
必
要
最

低
限
の
取
り
組
み
と
し
て
認
識
し
、

可
燃
ご
み
の
排
出
を
極
力
抑
制
す

る
。

■
事
業
者
の
取
り
組
み

排
出
者
責
任
と
拡
大
生
産
者
責

任
の
実
践
を
強
く
認
識
し
、
事
業

活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
ご
み
は
自

ら
の
責
任
に
お
い
て
適
正
に
処
理

す
る
と
と
も
に
、
取
り
扱
う
材
料

や
製
品
な
ど
の
処
理
方
法
ま
で
見

通
し
た
開
発
・
販
売
に
努
め
る
。

■
町
の
取
り
組
み

自
ら
の
事
務
・
事
業
に
伴
っ
て

発
生
す
る
ご
み
の
減
量
化
･
資
源

化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
町
民
や

事
業
者
が
３
Ｒ
に
取
り
組
み
や
す

い
環
境
整
備
に
努
め
る
。

※
町
民
・
事
業
者
・
町
そ
れ
ぞ
れ

の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
基
本
計
画
の
本
編
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

効
率
的
か
つ
迅
速
に
ご
み
を
収

集
・
運
搬
す
る
こ
と
に
よ
り
、
衛

生
的
な
生
活
環
境
の
保
全
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
広
域
処
理
を
見
据

え
た
収
集
・
運
搬
体
制
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
効
率
的
な
収
集
・
運

搬
体
制
の
推
進
を
図
る
た
め
、
収

集
・
運
搬
業
務
の
民
間
委
託
な
ど

に
つ
い
て
研
究
す
る
と
と
も
に
、

収
集
・
運
搬
車
両
に
よ
る
環
境
へ

の
負
荷
を
低
減
す
る
た
め
、
低
公

害
車
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

公
害
の
発
生
を
防
止
し
、
環
境

へ
の
負
荷
を
低
減
し
な
が
ら
循
環

型
社
会
の
形
成
が
促
進
さ
れ
る
よ

う
、
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
整
備
や

広
域
処
理
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

広
域
処
理
に
際
し
て
は
環
境
性
と

安
全
性
を
確
保
し
、
関
連
情
報
を

積
極
的
に
住
民
に
提
供
す
る
な
ど

住
民
に
愛
さ
れ
、
地
域
に
開
か
れ

た
施
設
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

ご
み
の
発
生
抑
制
や
資
源
分
別

収
集
な
ど
に
よ
り
、
最
終
埋
め
立

て
処
分
量
を
削
減
す
る
と
と
も
に
、

自
区
内
処
理
の
原
則
か
ら
、
広
域

区
域
内
に
広
域
最
終
処
分
場
の
整

備
を
推
進
し
ま
す
。

な
お
、
本
町
は
、
広
域
処
分
を

開
始
す
る
ま
で
の
間
、
民
間
の
最

終
処
分
場
で
埋
め
立
て
処
分
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
◆
環
境
課
廃
棄
物
対

策
班
1（
内
線
）
３
８
２

町
が
策
定
し
た
「
愛
川
町
一
般

廃
棄
廃
棄
物
（
ご
み
）
処
理
基
本

計
画
」
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。な

お
、
基
本
計
画
（
本
編
）
は
、

役
場
本
庁
舎
１
階
町
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
本
町
の
ご
み
の

発
生
抑
制
お
よ
び

排
出
か
ら
最
終
処

分
に
至
る
ま
で
の

適
正
な
ご
み
処
理

の
在
り
方
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
に

よ
り
、
21
世
紀
に

ふ
さ
わ
し
い
循
環

型
社
会
の
形
成
を

推
進
す
る
た
め
に

策
定
し
た
も
の
で

す
。策

定
に
当
た
っ

て
は
、
一
般
公
募

に
よ
る
町
民
委
員

や
関
係
団
体
の
代

表
、
学
識
経
験
者

な
ど
で
構
成
さ
れ

る
「
愛
川
町
廃
棄

物
対
策
審
議
会
」

へ
の
諮
問
や
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
、
住

民
説
明
会
を
経
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
づ
く
り

の
担
い
手
と
し
て
、
町
民
・
事
業

者
・
町
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
み
処
理
に

か
か
わ
る
役
割
を
定
め
、
協
働
し

て
ご
み
の
発
生
抑
制
や
資
源
化
な

ど
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境

負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
を
形

成
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
方
針
と

し
ま
す
。

本
計
画
の
期
間
は
、
平
成
16
年

度
か
ら
平
成
24
年
度
ま
で
の
９
年

間
と
し
ま
す
。

な
お
、
お
お
む
ね
５
年
ご
と
、

ま
た
は
諸
条
件
が
大
き
く
変
わ
っ

た
場
合
に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

国
や
厚
木
愛
甲
ブ
ロ
ッ
ク
の
減

量
目
標
を
踏
ま
え
、
町
と
し
て
の

減
量
目
標
を
次
の
よ
う
に
定
め
ま

す
。環

境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社

会
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

町
民
・
事
業
者
・
町
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
認
識
し
、
協
働
し
て
ご

み
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

7 2004.October

愛
川
町
一
般
廃
棄
物（
ご
み
）処
理
基
本
計
画

基
本
方
針

計
画
期
間

減
量
目
標

発
生
抑
制
・
資
源
化
方
策

収
集
・
運
搬
計
画

中
間
処
理
計
画

最
終
処
分
計
画

ご
み
削
減
率

（
１
人
１
日

平
均
発
生
量
）

資
源
化
率

（
総
資
源
化
量
）

平
成
22
年
度
ま
で
に

７
％
以
上
の
ご
み
量
削

減
（
平
成
９
年
度
比
）
を

目
指
し
ま
す
。

平
成
22
年
度
に
24
％

以
上
の
資
源
化
を
目

指
し
ま
す
。

 
●集団資源回収の推進 
●再使用と資源収集の推進 
●ごみに関する情報提供などの充実 
●事業者の自己責任の明確化 
●紙類、生ごみなどの資源化の推進 
●総合的な取り組みの推進 
 
 

 
●排出者責任の徹底 
●拡大生産者責任の徹底 
●ごみ問題に関する啓発 

今、求められているのは、 
私たちのライフスタイルや 
経済活動を早急に見直し、 
天然資源の消費が抑制され、 
環境への負荷が低減される 

社会の追求です！ 

循環型社会 

町　民 

町 

事業者 

●ごみの発生抑制の推進 
【Reduce(リデュース)】 
●不用品の再使用の推進 
【Reuse(リユース)】 
●ごみの再生利用の推進 
【Recycle(リサイクル)】 
 
 

3Ｒの推進 

循環型社会へ向けた先導 
 

事業者責任の徹底 

策
定
趣
旨
と
経
過
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町
で
は
、
平
成
17
年
に
新
町
発

足
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
祝
う
記
念
切
手
の
デ
ザ
イ

ン
を
町
民
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま

す
。

自
作
の
図
案
、
ま
た
は
自
身
で

撮
影
し
た
写
真
で
、
未
発
表
の
も

の
を
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
作
品
の
中
か
ら
、
最
優
秀

賞
１
点
を
選
び
記
念
切
手
に
使
用

し
ま
す
。

賞
金
◆

最
優
秀
賞
（
１
点
）
３
０，
０
０
０

円優
秀
賞
（
２
点
）
５，
０
０
０
円

応
募
賞
（
応
募
者
全
員
）
５
０
０

円
相
当
の
記
念
品

応
募
資
格
◆
町
内
在
住
の
方

応
募
規
定
◆
応
募
は
１
人
１
点
と

し
ま
す
。
提
出
作
品
の
サ
イ
ズ
は
、

応
募
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
応

募
作
品
の
著
作
権
は
町
に
帰
属
し
、

返
却
し
ま
せ
ん
。
採
用
作
品
は
縦

横
2.4
セ
ン
チ
の
切
手
と
な
り
ま
す
。

●
愛
川
町
50
周
年
記
念
の
切
手
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
も
の
。

※
ク
レ
ヨ
ン
の
使
用
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

●
写
真
が
採
用
さ
れ
た
場
合
、
写

真
の
枠
下
に
「
祝
50
周
年
愛
川
町
」

の
文
字
が
入
り
ま
す
。

応
募
方
法
◆
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
作
品
を
添
え
て
、

企
画
政
策
課
へ
直
接
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

応
募
要
領
と
応
募
用
紙
は
、
町

役
場
企
画
政
策
課
お
よ
び
町
政
情

報
コ
ー
ナ
ー
・
半
原
出
張
所
・
中

津
出
張
所
・
文
化
会
館
・
ラ
ビ
ン

プ
ラ
ザ
・
レ
デ
ィ
ー
ス
プ
ラ
ザ
に

あ
り
ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
取
り
出
せ
ま
す
。

応
募
期
限
◆
12
月
24
日
（
金
）

選
考
結
果
◆
来
年
１
月
下
旬
に
応

募
者
全
員
に
連
絡
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
◆
企
画
政
策
課
企
画

政
策
班
1（
内
線
）２
２
３

町政 情 報 館

新
町
発
足
50
周
年
記
念
の
切
手
デ
ザ
イ
ン
募
集

町
で
は
、
地
域
の
祭
り
な
ど
で

使
う
太
鼓
や
み
こ
し
な
ど
の
購
入

費
を
、
１
０
０
万
円
か
ら
２
５
０

万
円
の
範
囲
で
補
助
し
て
い
ま
す
。

行
政
区
や
町
内
会
な
ど
の
地
区
住

民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
組
織
で
こ

れ
か
ら
購
入
を
予
定
し
補
助
を
希

望
す
る
場
合
は
、
生
涯
学
習
課
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
の
補
助
金
の
財
源
は
、
財
団

法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施

す
る
「
宝
く
じ
」
の
助
成
（
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）
で
賄
わ
れ

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
◆
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
班
1（
内
線
）５
２
７

太
鼓
や
み
こ
し
の
購
入
費
を
補
助

写
真
の
場
合

絵
画
・
イ
ラ
ス
ト
・

デ
ザ
イ
ン
の
場
合

「宝くじ」の助成を受けて購入した六倉青少年育成会の長胴太鼓



現
在
、
町
で
は
、
真
の
男
女
共

同
参
画
社
会
の
形
成
に
向
け
、
町

民
の
行
動
指
針
と
な
る
「
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
」
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
文
化
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
ま
ち
づ
く
り

活
動
な
ど
、
生
涯
を
通
し
て
行
わ

れ
る
学
習
活
動
を
支
援
す
る
こ
と

な
ど
を
目
標
に
掲
げ
た
「
生
涯
学

習
推
進
プ
ラ
ン
・
後
期
基
本
計
画
」

の
策
定
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
こ
れ
ら
計
画
の
案

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て
町
民
皆
さ

ん
か
ら
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

①
「
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」

②
「
生
涯
学
習
推
進
プ
ラ
ン
・
後

期
基
本
計
画
」

10
月
14
日（
木
）か
ら
、
町
政
情

報
コ
ー
ナ
ー（
役
場
本
庁
）・
半
原

出
張
所
・
中
津
出
張
所
・
文
化
会

館
・
ラ
ビ
ン
プ
ラ
ザ
・
レ
デ
ィ
ー

ス
プ
ラ
ザ
・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
の
募
集
期
間
◆

10
月
14
日
（
木
）
〜
11
月
４
日

（
木
）

意
見
の
提
出
方
法
◆

各
閲
覧
場
所
に
置
い
て
あ
る
所

定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

各
所
へ
提
出
（
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス

も
可
）
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
◆
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
班
1（
内
線
）５
２
７

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

shogaigakusyu@
tow
n.aikaw

a.ka

nagaw
a.jp

愛
川
町
・
厚
木
市
・
清
川
村
の

各
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
に
つ
い

て
、
平
成
17
年
１
月
５
日
以
降
の

予
約
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

さ
れ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電

話
、
街
頭
型
端
末
機（
第
１
号
公
園

体
育
館
・
田
代
運
動
公
園
・
三
増
公

園
に
設
置
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
に
当
た
っ
て
は
、
最
初
に

利
用
者
登
録
が
必
要
で
す
。
登
録

で
き
る
の
は
満
16
歳
以
上
の
方

（
登
録
申
請
を
行
っ
た
年
度
内
に
、

満
16
歳
に
な
る
方
を
含
む
）
で
、

運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
な
ど
本
人
の
確
認
が
で

き
る
も
の
を
お
持
ち
の
上
、
ス
ポ

ー
ツ
・
文
化
振
興
課
ま
た
は
第
１

号
公
園
体
育
館
、
田
代
運
動
公
園
、

三
増
公
園
の
い
ず
れ
か
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
し
た
方

に
は
、
そ
の
場
で
利
用
者
カ
ー
ド

を
発
行
し
ま
す
。

１
度
登
録
を
済
ま
せ
ば
、
24
時

間
い
つ
で
も
、
３
市
町
村
31
施
設

の
予
約
や
空
き

情
報
の
確
認
が

で
き
ま
す
。
ま

た
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し

た
方
に
は
、
抽
選
結
果
を
電
子
メ

ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
今
年
10
月
か
ら
12
月
分
ま
で
の

予
約
や
空
き
情
報
の
確
認
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
電
話
ま
た
は
各
施

設
の
窓
口
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
◆
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

振
興
課
1（
内
線
）
５
５
４
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義
務
教
育
諸
学
校
で
使
用
さ
れ

る
教
科
書
は
、
全
児
童
・
生
徒
に

対
し
、
国
か
ら
無
償
で
与
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

今
年
度
は
小
学
校
用
教
科
書
に

つ
い
て
採
択
が
行
わ
れ
、
次
の
よ

う
に
決
ま
り
ま
し
た
。
町
教
育
委

員
会
が
採
択
し
た
教
科
書
は
、
町

図
書
館
、
ラ
ビ
ン
プ
ラ
ザ
、
レ
デ

ィ
ー
ス
プ
ラ
ザ
な
ど
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
中
学
校
用
教
科
書
は
来

年
度
に
採
択
替
え
が
行
わ
れ
る
こ

と
か
ら
、
平
成
17
年
度
は
現
在
と

同
一
の
教
科
書
を
使
用
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
◆
指
導
室
1（
内
線
）

５
４
６ 小

学
校
で
使
う
教
科
書
が
決
ま
り
ま
し
た

採
用
は
平
成
17
年
度
か
ら

「
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
と

「
生
涯
学
習
推
進
プ
ラ
ン
・
後
期
基
本
計
画
」へ
ご
意
見
を

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
）

○
小
学
校
用
教
科
書

（
平
成
17
年
度
〜
20
年
度
使
用
）

国
語

光
村
図
書
出
版

書
写

光
村
図
書
出
版

社
会

東
京
書
籍

地
図

帝
国
書
院

算
数

東
京
書
籍

理
科

大
日
本
図
書

生
活

大
日
本
図
書

音
楽

教
育
芸
術
社

図
画
工
作

東
京
書
籍

家
庭

東
京
書
籍

保
健

東
京
書
籍

計
画
の
名
称
　

計
画
の
閲
覧
場
所
　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
予
約
は
、

利
用
者
登
録
を
し
て
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
！

利用者カ
ード



町
で
は
、
誰
も
が
住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

実
現
の
た
め
、
毎
年
10
月
を
「
福
祉
の
月
」
と
定
め
、

各
種
行
事
を
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
◆
福
祉
課
社
会
福
祉
総
務
班
1（
内
線
）

２
４
２

町政 情 報 館
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10
月
は
福
祉
の
月

各
種
行
事
を
開
催

国
民
年
金
加
入
期
間
の
う
ち
、

納
め
忘
れ
て
い
る
期
間
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
２
年
を
経
過
す
る
と
時

効
に
よ
り
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
未
納
期
間
が
あ
る
と
、
受
給

す
る
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た

り
、
年
金
が
受
け
取
れ
な
く
な
っ

た
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

町
で
は
、
次
の
と
お
り
納
付
窓

口
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
年
金
相

談
も
行
い
ま
す
。

日
時
◆
10
月
22
日
（
金
）
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時

会
場
◆
役
場
１
階
１
０
１
会
議
室
　

問
い
合
わ
せ
◆
長
寿
課
国
民
年
金

班
1（
内
線
）２
４
８

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
窓
口
を
開
設

違
法
駐
車
追
放
運
動

強
化
月
間10

月1

日
（
金
）
〜31

日
（
日
）

道
路
へ
の
違
法
駐
車
は

交
通
渋
滞
を
招
く
ほ
か
、

見
通
し
を
悪
く
し
思
い
が

け
な
い
交
通
事
故
の
原
因

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
救

急
車
や
消
防
車
な
ど
の
緊

急
車
両
の
通
行
を
妨
げ
る

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

平
成
15
年
中
に
神
奈
川

県
内
で
、
駐
車
車
両
が
原

因
で
発
生
し
た
人
身
事
故

は
７
４
３
件
、
こ
れ
は
全
発
生
件
数
の
１
・
１
％
を
占

め
て
お
り
、
12
人
の
方
が
尊
い
命
を
亡
く
し
て
い
ま
す
。

外
出
す
る
と
き
は
、
目
的
地
の
駐
車
場
を
あ
ら
か
じ

め
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、「
ち
ょ
っ
と
だ
け
」
と
い
う
安
易
な
気
持
ち
で

道
路
に
車
を
止
め
な
い
で
、
必
ず
駐
車
場
に
入
れ
る
習

慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
ち
ょ
っ
と
だ
け
　
甘
え
が
招
く
　
迷
惑
駐
車
」

■
重
　
　
　
点

１
違
法
駐
車
の
追
放

２
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と
駐
車
マ
ナ
ー
の
向
上

違
法
駐
車
追
放
運
動

強
化
月
間
10
月
1
日（
金
）〜
31
日（
日
）

愛
川
町
議
会
９
月
定
例
会
で
、

教
育
委
員
会
委
員
に
足
立
原
威
さ

ん
（
八
菅
山
）
を
再
任
す
る
こ
と

が
同
意
さ
れ
、
10
月
１
日
付
け
で

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
に

足
立
原
さ
ん
が
再
任

行事名 日　時 会　場 内　容

10月7日（木）
福祉体育大会 午前9時30分

～午後3時

10月7日（木）
福祉ポスター展 ～10月17日（日） 文化会館ロビー

午前9時～午後5時

社会福祉大会
10月16日（土）

文化会館ホール
午後1時～午後4時

10月23日（土）
福祉のひろば ～10月24日（日） 福祉センターほか

午前9時～午後5時

10月24日（日）
福祉バザー 午前10時～ 役場庁用車車庫

売り切れまで

福祉作品展、福祉機器展、
ふれあいアート、ボラン
ティアグループ紹介コー
ナーなど

福祉に役立てるため善意
の寄付物品を販売

福祉関係者の表彰と激励慰
安アトラクションを実施

小中学生や一般の方から募
集した優秀ポスターの展示

高齢者や障害者、福祉関係
者による体育大会

三増公園陸上競
技場（雨天の場
合、第1号公園体
育館）

足立原　威さん
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９月１日に施行した愛川町自治基本条例では、住民参加によ

る町政運営が適切に行われているかを把握し検証するための機

関として、「町民参加推進会議の設置」について定めています。

● 町民参加推進会議の役割

町民参加推進会議は、自治基本条例のいわば監視機関として

の役割を果たします。住民参加に関する施策が、常に時代に即

した内容であり続けるために、検証結果に基づき見直しについ

ても検討します。また、制度の見直しが必要な場合は、町にそ

の旨を提言するとともに、検証結果を町民皆さんに公表します。

●委員は10人

町民参加推進会議は委員10人以内で組織され、任期は2年間

（再任は１回に限定）となっています。その構成委員は、「町民

参加推進会議規則」に基づき、公募委員や区長会、関係団体な

どの代表者、学識経験者から選出されます。

なお、今期の委員は運用開始当初から自治基本条例の内容や

住民参加に関する各種制度を熟知していることが必要であるた

め、この条例の作成に携わった（仮称）住民参加条例専門研究

委員会の委員の中から10人の方に、10月１日付けで委嘱してい

ます。

問い合わせ◆行政推進課行政管理班1（内線）433

自治基本条例紹介コーナー No.6

町民参加推進会議の設置

町
民
皆
さ
ん
が
町
政
へ
積
極
的

に
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
制
度
を
整
え
た
自
治
基
本
条

例
が
、
今
年
９
月
１
日
に
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
町

で
は
、「
会
議
の
公
開
」
や
「
会
議

録
の
公
表
」、「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

メ
ン
ト
意
見
の
募
集
」
な
ど
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
町
役
場
１
階
の
町

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
半

原
・
中
津
出
張
所
、
文
化
会
館
、

ラ
ビ
ン
プ
ラ
ザ
、
レ
デ
ィ
ー
ス
プ

ラ
ザ
の
計
６
カ
所
に
、
自
治
基
本

条
例
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
審
議
会

な
ど
の
会
議
開
催
日
時
や
委
員
公

募
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手

続
の
関
係
資
料
、
自
治
基
本
条
例

に
定
め
ら
れ
た
諸
制
度
を
紹
介
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
が
置
い
て

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
各
施
設

の
開
館
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
自
由

に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

自
治
基
本
条
例
コ
ー
ナ
ー
を
よ
り

充
実
さ
せ
、
住
民
参
加
の
各
種
制

度
に
関
す
る
情
報
を
詳
し
く
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
◆
行
政
推
進
課
行
政

管
理
班
1（
内
線
）
４
３
３

町
役
場
な
ど
6
カ
所
に
自
治
基
本
条
例
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

役場1階の自治基本条例コーナー
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今月号の広報あいかわを読んで、クイズに挑戦

してください。正解者の中から抽選で5人の方に、図

書券（1,000円分）をプレゼントします。

応募方法◆町内に在住の方で、1人1通に限ります。は
がきに答え・住所・氏名・年齢・電話番号・本誌のご感

想を記入の上、お送りください。（ファクス可）

締め切り日◆10月8日（金）当日消印有効
あ　て　先◆〒243－0392 角田251－1

愛川町役場総務課広報広聴班

ファクス（286）5021

正解と当選者は11月1日号でお知らせします。

美化プラントで処理するごみ量は、年々増加傾向に
あります。
燃えるごみの中で最も多いのが紙・布類です。１日

に町民１人が新聞紙５枚程度の紙をリサイクルすれ
ば、町全体で１年間に約何％の燃えるごみを減らすこ
とができるでしょうか。

①40％　　②15％　　③10％

9月号の答えと当選者（敬称略） ■正解：①菓子箱　■当選者：柏木千代子・草野みち子・小島直美・高橋瑛斗・長島しずえ

子供と楽しんでいますか。

お母さんが、ちょっとおどけるだけでも、子供たちは大喜びします。

赤ちゃん遊びの定番「いない・いない・ばあ」もその一つです。また、

お母さんが手のひらを、こぶしにしたり開いたり、頭の上に乗せてウ

サギのまねをしたりすると、子供はその手をじっと見つめます。目の

前で起こる顔や手の動きは、子供にとって面白く楽しいものです。

お母さんの手品で、赤ちゃんのときから一緒に楽しんでください。

●子育て支援センター“あい”情報

このコーナーは、これから親になる方、
そして今子育て真っ最中の方に少しでも役立てていただこうと、
“親と子の関係”について掲載しています。

子育て支援センターでは、毎月、毎週木曜日に年齢別の活

動「子育て広場」を行っています。

毎月、異なった遊びを計画しています。

０歳児は、第１木曜日

１歳児は、第２木曜日

２歳児は、第３木曜日

３歳児以上は、第４木曜日です。

この秋は、体を動かす遊び“親子でチャレンジ”を企画中で

す。

お母さんは手品師!!（乳幼児編）

“ホッ”

親子で学ぼう

参加される方は、子育て支援センターへ直接お越しくださ

い。
日時◆10月19日（火）午前10時～11時
内容◆「演奏会」・･・ハーモニカ演奏
会場◆子育て支援センター（福祉センター3階）

日時◆11月12日（金）午前10時～11時
内容◆「おはなし玉手箱」･・・布絵本に触れよう
会場◆子育て支援センター（福祉センター3階）

問い合わせ◆子育て支援センター1（285）8345（やさしいこ）

子育て　　　 とタイム
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イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

特設行政相談を開設
10月18日～24日は行政相談週間
今月18日（月）から24日（日）までは行政
相談週間です。
この週間は行政相談・行政相談委員制度
をより多くの方々に知っていただき、利用
していただくために総務省が毎年実施して
います。
町では、行政相談週間に先立って「特設
行政相談」を開設します。国をはじめとす
る行政機関の仕事に関する苦情・意見・要
望などのほか、人権相談・なやみごと相談
も受け付けますので、お気軽にご利用くだ
さい。
日時◆10月8日（金）午後1時30分～4時
会場◆役場相談室
問い合わせ◆住民課住民相談班1（内線）
255

「愛川町の昔と今」発刊
その出版を祝う集い
日時◆10月9日（土）午後1時～4時
会場◆文化会館3階大会議室
内容◆
①祝辞と講評　「『愛川町の昔と今』出版
の価値と意義」 上智大学文学部　植田康
夫教授
②講演　「いま愛川町の新しい歴史文献発
見」 琉球大学　小島瓔禮名誉教授
③交流会　三増獅子舞・茶席（足立原茶道
会一門）・朗読・うた・展示（炭素材加工
品・盆景ほか）
参加費◆3,000円（本代・軽食含む）
主催◆神奈川ふだん記
後援◆愛川町教育委員会・愛川町文化協会
問い合わせ◆神奈川ふだん記代表　足立原
三紀子1（285）2973 沼田穣1（281）
1364

●第1号公園体育館、町立体育館、坂本体
育館
抽選日◆10月15日（金）※11月15日～
12月27日分　　
会場◆第1号公園体育館会議室

時間◆午前8時45分～
問い合わせ◆第1号公園体育館1（285）
1818
●第1号公園野球場・テニスコート・2号
公園・坂本運動場・志田運動場・小沢ソフ
トボール場 ※12月から2月まで第1号公
園野球場、2号公園、坂本運動場は休場と
なります。
抽選日◆10月1日（金）※11月分
会場◆第1号公園体育館会議室
時間◆午前9時～
問い合わせ◆第1号公園体育館1（285）
1818
●三増公園陸上競技場
テニスコートの利用については、11月
末日分まで随時受け付けています。
問い合わせ◆三増公園陸上競技場1（281）
6777
●田代運動公園野球場・テニスコート・ソ
フトボール場 ※12月から2月まで田代運
動公園野球場、ソフトボール場は休場とな
ります。
抽選日◆10月15日（金）※11月15日～1
月4日分
会場◆田代運動公園
時間◆午前9時～
問い合わせ◆田代運動公園1（281）
0427
※10月1日（金）からスポーツ施設予約シス
テムが稼動します。このため、平成17年1
月5日以降の施設予約は、インターネット
に接続されているパソコンや携帯電話、ま
たは第1号公園体育館・田代運動公園・三
増公園に設置した街頭型端末機をご利用く
ださい。
抽選はコンピュータにより、自動抽選処
理されます。

●法律相談 1日（金）・15日（金）午前10
時～午後3時。役場相談室で弁護士が相談
に。11月は5日と19日を予定。相談を希
望される方は電話予約を。予約をされる方
は、相談日の11日前の月曜日から受け付
けを開始。（月曜日が祝日の場合は翌日）
住民課1（内線）255（有線）4822
●消費生活相談 4日、7日、14日、18日、
21日、25日、28日の午前10時～午後4時。

役場相談室で消費生活専門相談員が相談
に。（電話相談も可）
●交通事故相談 13日（水）と27日（水）午
前10時～午後4時。役場相談室で交通事故
専門相談員が相談に。相談を希望される方
は住民課へ電話予約を。
●なやみごと相談 8日（金）午後1時30分
～4時。役場相談室で人権擁護委員、行政
相談委員が相談に。（電話相談も可）
●住宅相談 20日（水）午後1時～4時。役
場相談室で建築事業組合愛川の会員の方が
新築や増改築、耐震建築などの相談に。
●行政書士相談 14日（木）午後1時～4時。
役場相談室で神奈川県行政書士会厚木支部
の会員の方が相談に。
●教育相談
○不登校・校外生活・非行・就学相談など
＜来所相談＞は、毎週月・火・木・金曜日
の午前9時～午後4時。役場教育開発セン
ター1（内線）546で、教育相談員が相談に。
＜出張相談＞は、4日（月）にレディースプ
ラザで、18日（月）にラビンプラザでいず
れも午前10時～午後3時。
※相談指導教室およびスクールカウンセラ
ー相談に関することも、同センターにお問
い合わせください。
＜電話相談＞は、土曜・日曜・祝日を除く
毎日、教育開発センター1（内線)546で受
け付け。
●ハローワーク就労相談会
14日（木）の午前10時から午後3時まで、
役場1階相談コーナーでハローワーク職員
が相談に。

相　談

特設行政相談を開設
10月18日～24日は行政相談週間

「愛川町の昔と今」発刊
その出版を祝う集い

スポーツ

スポーツ施設の抽選日

連絡先／住民課住民相談班1（内線）255

譲りたい

▽灯ろう（お盆用）▽女性用ゴルフ
シューズ24cm ▽ゴルフセット一式
（バッグ付）▽東芝製ワープロを無
償で。
▽冷蔵庫（一人暮らし用）▽五月人
形 ▽冷蔵庫（ワンボックス型）を
価格相談で。

譲ってほしい

▽冬服（男児用90cm、95cm）
▽歩行器、ベビーガード　▽ミシン
（電動式またはポータブル式）を無
償で。



●試験
日時◆平成17年2月16日（水）午後1時30
分～4時
会場◆國學院大學たまプラーザキャンパス
（横浜市青葉区新石川3－22－1）
受験料◆4,000円
申込書配布◆10月20日（水）～11月12日
（金）の午前9時～午後4時30分に、町下水
道課で配布します。
申し込み方法◆申込書に必要事項を記入
し、11月15日（月）～30日（火）の午前9時
～午後4時30分に、町下水道課へ提出して
ください。
合格発表◆平成17年3月15日（火）合否通
知を受験者全員に郵送するほか、町下水道
課で合格番号を掲示します。
●試験講習会
日時◆平成17年1月19日（水）午後1時30
分～4時
会場◆関内ホール（横浜市中区住吉4－
42－1）
受講料◆3,000円（テキスト代含む）
申し込み方法◆試験の申込時に併せてお申
し込みください。
●更新講習会
日時◆

会場◆神奈川県立音楽堂（横浜市西区紅葉
ヶ丘9－2）
受講料◆4,000円（テキスト代含む）
申込書配布◆平成11年度に合格、修了し
た更新講習の対象者には、10月20日（水）
までに案内書、申込書一式を郵送します。
その他の方は下水道課で配布します。
※申込書の配布期間と申込方法は試験と同
じです。
※修了証は更新講習会の終了後、郵送しま
す。
問い合わせ◆下水道課業務班1（内線）
334

町民公益活動に関する講演会

ボランティア活動をされている方や公益
活動に興味がある方などを対象に、町民公
益活動についての講演会を開催します。
テーマ◆「町民公益活動ってなぁに？（誰
もができる住民参加）」
日時◆10月31日（日）午後1時30分～
会場◆文化会館3階大会議室
講師◆産能大学　斉藤　進教授
対象◆町内在住または在勤・在学の方50人
参加費◆無料　
問い合わせと申し込み◆参加を希望される
方は企画政策課企画政策班1（内線）224へ
お申し込みください。
平成17年度私立幼稚園新入園児の
募集時期について

募集要項の配付◆10月15日（金）から各私
立幼稚園で配布します。
願書の受け付け◆11月1日（月）から各私立
幼稚園で受け付けます。
※この日程は、県内私立幼稚園関係団体で
申し合わせがされているものです。
※満3歳児の入園については、各幼稚園に
お問い合わせください。
問い合わせ◆各私立幼稚園または県学事振
興課1045（210）3768

秋の神奈川再発見キャンペーン
１０月８日（金）～１１月１４日（日）
（社）神奈川県観光協会では、神奈川県
と市町村、各観光協会、民間事業者などと
連携して、集中観光キャンペーンを実施し
ます。
このキャンペーンには、県内各地のイベ
ントや観光施設などが参加しており、さま
ざまな特典を用意しています。
詳しい情報は町商工観光課に置いてある
冊子「秋の神奈川再発見キャンペーン」を
ご覧ください。
問い合わせ◆商工観光課商工観光班1（内

線）344または（社）神奈川県観光協会
1045（681）0007

10月1日から7日までは「公証週間」です。
公証制度とは、契約や遺言の際に、法務
大臣の任命した公証人が公文書である公正
証書を作成し、後日のトラブル防止、取引の
安全と遺言の完全な実現を図るものです。
法律の専門家である公証人が、当事者に
親身にアドバイスしながら、法規にかなっ
た公正証書を作成します。
不動産の売買、土地建物の賃貸借、金銭
の貸借など大切な契約や遺言には、公証制
度をご利用になると安心で確実です。
詳しくは、県内主要都市にある公証役場
または横浜地方法務局までお問い合わせく
ださい。
相談は無料で、各公証役場で行っていま
す。
問い合わせ◆横浜地方法務局1045（641）
7461
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町民公益活動に関する講演会平成16年度下水道排水設備工事責
任技術者試験と更新講習会

平成17年度私立幼稚園新入園児の
募集時期について

秋の神奈川再発見キャンペーン
10月8日（金）～11月14日（日）

日　時 対象地区

平成17年1月12日（水）横浜・川崎地区、

午後1時30分～4時 県央地区、県西地区

平成17年1月13日（木）
横浜・川崎地区、

午後1時30分～4時
三浦・湘南地区、

県西地区

園　名 住　所 電話番号

中津幼稚園 中津2217 （285）1650

楠幼稚園 中津423 （285）2639

春日台幼稚園 春日台3－6－36 （285）0074

愛川幼稚園 角田4369－47 （281）1237

契約と遺言は公正証書で

障害者の就職相談や職能・適正評価、
職場開拓、職場定着などを支援する機
関として「神奈川県障害者就労センタ
ー」「地域就労援助センター」「神奈川
障害者職業センター」があります。
また、障害者の職業訓練のための施
設として、「神奈川能力開発センター」
「神奈川障害者職業能力開発校」があり
ます。
いずれの機関もハローワークと連携
していて、それぞれの特徴や利用方法
がありますので、町福祉課へお気軽に
ご相談ください。
問い合わせ◆福祉課障害福祉班1（内線）
246

福 祉 の 窓

今月は障害者雇用推進月間



かわいいスノーマンの壁飾りを作りませ
んか。見本はレディースプラザインフォメ
ーションコーナーに置いてあります。
日時◆11月5日（金）・12日（金）午前9時
～正午
会場◆レディースプラザ
講師◆大石　比呂子さん
定員◆町内在住または在勤の方15人
参加費◆1,000円
持ち物◆裁縫道具、鉛筆。持っている方は、
布用スティックのりと刺

し

繍
しゅう

針（No.6か
No.7)
申し込みと問い合わせ◆10月25日（月）
までに生涯学習課1（内線）527へ　ファク
ス（286）4588 メールアドレス：
shogaigakusyu@town.aikawa.kanagawa.jp

強化月間10月1日（金）～31日（日）
日時と内容◆
●10月24日（日）
①浅利明神で式典　　午前9時～
②三増合戦碑周辺で式典　午前10時～
③ふるさとまつりで騎馬甲

かっ

冑
ちゅう

隊パレード　
午後0時30分～（三増児童館から文化会
館まで）
●10月31日（日）
①三増合戦碑周辺で式典・芸能発表会　
午前11時～
②騎馬甲冑隊パレード　正午～
（三増青少年広場から三増合戦碑まで）
問い合わせ◆三増合戦まつり実行委員会
高木1（281）2183
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イ ン フ ォ メ

●ホール

※「あいかわ夢カード」で、文化会館前売り券が購入できます。

月日 催　し 開演 終演 主　催 入　場

文化会館 催し案内

10/2
（土）

13：30 16：00
神奈川県高齢者福祉施設
協議会厚木・愛甲地区連
絡会シンポジウム

志田山ホーム
1（281）4313
ミノワホーム
1（285）3535

無料
（先着535人）

●展示

※展示場所はすべて1階で、入場は無料です。通常の展示時間は午前9時から午後5時までです。
※問い合わせは直接主催者にお願いします。

月日 催　し 主　催 備　考
10/7
（木）
〜
10/17
（日）

福祉ポスター展
福祉課
1（285）2111

10/10
（日）鉄道模型運転会

細山田
1（285）3429

展示時間
午前10時から
午後3時まで

三増合戦まつり

お知らせ

今月の休日納税窓口
10月31日（日）

午前8時30分～午後5時

役場1階税務課で、町県民税・固定
資産税・軽自動車税・国民健康保険税
が納められます。

今月の納税・納付

町県民税　　　　第3期分
国民健康保険税　第5期分
介護保険料　　　第5期分

納期限　11月1日（月）
納税は便利な口座振替で

10/14
（木）

14：00 16：00
神奈川県民児協県央ブロ
ック会議研修会

福祉課
1（285）2111

関係者

10/16
（土）

13：00 16：00第23回社会福祉大会
愛川町・愛川町社会福祉
協議会1（285）2111

関係者

10/24
（日）

10：00 15：00
第20回愛川町ふるさとま
つり「文化芸能発表会」

愛川町文化協会
1（285）2111

無料
（先着535人）

第4回　あいかわ楽
がく

習
しゅう

応援団
「みんなの先生」キャンペーン講座
作ってみよう。クリスマスカラーの
スノーマン

▼天使の代理人　　 山田　宗樹　

▼いつか物語になるまで 中上　紀

▼本当の戦争　　　クリス・ヘッジズ

▼史伝新選組 三好　徹

▼鉛のバラ 丸山　健二

▼世界中の息子たちへ 堤　江実

問い合わせ◆図書館1（内線）570・571

話題の本

10/23
（土）
〜
10/24
（日）

第20回
愛川町ふるさとまつり文化展

愛川町文化協会
1（285）2111



の予防接種は済んでいますか？
現在、風疹

しん

が一部の地域で流行しており、
全国に広がる兆しを見せています。風疹に
かかったか分からない方、風疹の予防接種
を受けていない方や受けているか分からな
い方は、ぜひ予防接種を受けましょう。
発熱と発疹が出る風疹は、別名「三日ば
しか」とも呼ばれ子供の軽い病気と考えら
れがちです。しかし、大人になってからか
かると重症化しやすく、妊娠初期の女性が
風疹にかかると、風疹ウイルスが胎児に感
染する可能性が高くなることから、妊娠期
の女性にとっては大変重大です。
昭和54年4月2日から昭和62年10月1日
に生まれた方は、平成6年の予防接種関係
法令の改正により予防接種の対象年齢が変
わったため、風疹の予防接種を受けていな
い方が多く、注意が必要です。
なお、風疹の免疫があっても再度風疹に
かかることがあります。風疹の免疫がある
方が接種を受けても、特別な副反応は起こ
らないとされていますので、心配な方は予
防接種を受けてください。
※医療機関で医師とご相談の上、接種して
ください。
※妊娠の可能性がある方と妊娠中の方は接
種はできません。また接種後は2カ月間の
避妊が必要です。
※7歳6カ月以上の方の接種費用について
は有料になります。

骨密度・体力測定
体を動かすために欠かせない骨と体力。
日ごろ測定する機会の少ない「骨密度測定」
と「体力測定」を同時に受けて、健康管理
に役立ててみませんか。
日時◆10月29日（金）①骨密度測定と体
力測定：午前9時30分～正午（先着30人）
②骨密度測定のみ：午後1時30分～3時30
分（先着40人）
会場◆町保健センター
対象◆20～59歳で骨粗しょう症と診断さ
れていない方
※骨密度測定を受けたことのない方を優先
させていただきます。
申し込みと問い合わせ◆予約制ですので
10月22日（金）までに、健康づくり課予防
班1（内線）264へお申し込みください。

高齢者インフルエンザ予防接種
町では、高齢者の方を対象に、インフル
エンザの予防接種を実施します。
対象となる方には、町から受診券を送付
しますので、各医療機関に設置されている
説明書をお読みの上、主治医と相談して、
体調の良いときに受けてください。
対象者◆
・町内に住民登録または外国人登録をして
いる方で、次のいずれかに該当する方
・接種当日、満65歳以上の方
・60歳以上65歳未満の心臓や腎臓、呼吸
器などの重い病気で日常生活が極度に制
限される程度の障害を有する方
実施場所◆指定医療機関
接種回数◆1回
自己負担金◆1,000円
実施期間◆10月20日（水）～平成17年1月
31日（月）
受診方法◆予防接種を希望する方は、事前
に指定医療機関へ電話予約などをしてから
受診してください。
問い合わせ◆健康づくり課予防班1263

町民健康相談
期日◆10月18日（月）
対象◆乳幼児からお年寄りまで
受け付け◆
乳幼児とその保護者：午前9時～10時
成人：午前10時～11時
会場◆町保健センター
内容◆生活習慣病、育児・栄養相談、血圧
測定、尿検査など
問い合わせ◆健康づくり課健康づくり班1

（内線）262
※予約の必要はありませんので、ご希望の
方は当日直接会場へお越しください。
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●健康づくり課 1（285）2111（内線）261～264

イ ド

町民健康相談

風疹の予防接種は済んでいますか？

骨密度・体力測定

高齢者インフルエンザ予防接種

血液をサラサラにしたいと思っている
人この指と～まれ！！今回は高脂血症予
防の調理実習を実施します。手軽に作れ
る予防食を一緒に作りましょう！！
期日◆10月27日（水）
時間◆午前10時～午後1時
会場◆レディースプラザ
講師◆管理栄養士　浦本直子さん
持ち物◆エプロン・三角巾

きん

内容◆メカジキの南蛮漬け、野菜のミル
ク煮、茶巾芋
費用◆300円
定員◆先着25人
申し込みと問い合わせ◆予約制ですので、
10月26日（火）までに健康づくり課健康づ
くり班1（内線）263へお申し込みください。

日ごろの食生活を振り返ってみません
か？今回は生活習慣病予防の調理実習を
実施します。簡単で身体に良い食事を一
緒に作ってみましょう！！
期日◆10月5日（火）
時間◆午前10時～午後1時
会場◆農村環境改善センター
講師◆管理栄養士　黒澤文枝さん
持ち物◆エプロン・三角巾
内容◆
・サケと豆腐のカニあんかけ
・小松菜のあえ物
・キュウリと柿のごまあえ
・ホウレンソウのスープ
費用◆300円
申し込みと問い合わせ◆予約制ですので
10月4日（月）までに健康づくり課健康づ
くり班1（内線）263へお申し込みください。

高峰地区の健康づくり推進委員からの
お知らせ

愛川地区の健康づくり推進委員からの
お知らせ



乳幼児の健康診査

受け付け◆午後1時15分～2時15分
会場◆町保健センター
問い合わせ◆健康づくり課予防班1（内線）
263･264

※3歳6カ月児健診については、対象者へ
10月下旬に必要書類をお送りしますので、
届かない方はご連絡ください。

お子さんの歯科保健指導
お子さんに虫歯はありませんか？虫歯を
なくして丈夫な体をつくりましょう。
会場◆町保健センター
持ち物◆母子健康手帳・歯ブラシ・タオ
ル・コップ・乳幼児手帳のアンケート
問い合わせ◆健康づくり課予防班1（内線）
263・264

※2歳児歯科検診を受診する方のうち、む
しばいばい（虫歯予防）教室を受診されて
いない方は、午後1時15分までにお越しく
ださい。
※育児について心配のある方は、保健師が

相談をお受けします。
※2歳児歯科検診では、身長・体重測定も
行っています。

テーマ◆育児経験談「私のふたご育児」
日時◆10月13日（水）午前10時～正午
会場◆厚木合同庁舎新館4階ＡＢ会議室
対象◆乳幼児の多胎児を持つ親
託児◆先着10人
費用◆無料
申し込み◆厚木保健福祉事務所保健福祉課
1（224）1111（内線）3224
主催◆多胎児親の会　スマイルチェリー
後援◆厚木保健福祉事務所

ポリオ生ワクチン予防接種
受け付け◆午後1時～1時45分
会場◆町保健センター
対象◆満3カ月から7歳6カ月未満の子
問い合わせ◆健康づくり課予防班1（内線）
263・264
日程◆

●予防接種を受けるときの注意
①ポリオ生ワクチンは、生後3カ月～7歳6
カ月未満のうちに6週間以上の間隔をおい
て、2回服用することになっています。
（望ましい接種年齢は生後3カ月～1歳5カ
月）
②当日、接種会場で体温を測りますので、
早めにお越しください。
なお、接種を受ける前に必ず「予防接種
と子どもの健康」を読み、接種の必要性や
副反応について理解しておきましょう。
③接種後、ほかの予防接種を受ける際は4
週間以上空けてください。

マタニティー・セミナー（秋コース）

日時◆11月1日（月）・11月8日（月）・17
日（水）・29日（月）午後1時10分～4時
（2日目のみ午前10時～午後1時）
※4日間1コース
会場◆町保健センター（2日目のみレディ
ースプラザ）
対象◆初めて出産される方とご家族
持ち物◆母子健康手帳、筆記用具
申し込みと問い合わせ◆予約制ですので、
健康づくり課予防班1（内線）263・264へ
お申し込みください。

女性のための保健医療相談
女性が活躍する場の広がりに伴い、人間
関係や育児・介護などのストレスや健康上
の悩みを感じる方が増えています。町では、
こうした方が気軽に相談できるよう、女性
医師による保健医療相談を開催します。
日時◆10月21日（木）午後1時～3時
※相談は20分程度です。
会場◆町保健センター
内容◆女性医師（婦人科）による健康相談
対象◆女性の方のみ
申し込みと問い合わせ◆予約制ですので、
健康づくり課健康づくり班1（内線）262へ
お申し込みください。
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乳幼児の健康診査

保 健 ガ

対　象

4 カ月児
（16年6月
生まれ）

10カ月児
（16年1月
生まれ）

1歳6カ月児
（15年4月
生 ま れ ）

3歳6カ月児
（13年4月
生 ま れ ）

11月2日
（火）

11月11日
（木）

11月12日
（金）

11月9日
（火）

母子健康手帳、
乳幼児手帳の
アンケート

母子健康手帳、
乳幼児手帳の
アンケート

母子健康手帳、
歯ブラシ、タオ
ル、当日の朝の
尿、アンケート
用紙、視力・聴
力の調査票（記
入済みのもの）

期　日 持ち物

母子健康手帳、
歯ブラシ、タオ
ル、乳幼児手帳
のアンケート

マタニティー・セミナー（秋コース）

女性のための保健医療相談

ふたご・みつごの交流会

ポリオ生ワクチン予防接種

お子さんの歯科保健指導

教室名

むしばいばい
（虫歯予防）
教室

期　日

10月28日
（木）

対　象 受け付け

15年9月
生まれ

午前9時
45分～
9時55分

2歳児
歯科検診

10月28日
（木）

14年3月
・

14年9月
生まれ

午後 1時
30分～
2時30分

期　日 対象者

10月1日（金） 平成15年7月・8月生まれの子

10月4日（月） 平成15年9月・10月生まれの子

10月7日（木）
平成16年3月生まれの子と

7歳6カ月未満で未接種の子

10月13日（水）
平成15年11月生まれの子と

7歳6カ月未満で未接種の子

10月18日（月）平成16年5月・6月生まれの子

10月20日（水）平成16年1月・2月生まれの子

10月26日（火）
平成16年4月生まれの子と

7歳6カ月未満で未接種の子

10月27日（水）
平成15年12月生まれの子と

7歳6カ月未満で未接種の子

期　日 内　容
オリエンテーション・自己紹介
妊娠～分娩経過と過ごし方
妊婦体操・ハンドマッサージ・
座談会
※運動のできる服装で、バスタ
オルをお持ちください。
妊娠中の食事について
調理実習・試食
※エプロン、材料費（300円）
をお持ちください。
お母さんと赤ちゃんの歯の話
産後の生活・赤ちゃんのお世話
赤ちゃんと触れ合おう！
（子育て支援センターへ訪問）
※歯ブラシ・コップをお持ちく
ださい。
ファミリープラン（家族計画）
沐浴
もくよく

実習・ＶＴＲ上映
※ご都合の付く方はご夫婦でご
参加ください。

1日目
11月1日（月）

2日目
11月8日（月）

3日目
11月17日
（水）

4日目
11月29日
（月）
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サ
ー
ク
ル
紹
介
No.
70

自
然
と
自
分
自
身
と
の
調
和
を
重
ん
じ
る

「
愛
川
合
気
道
会
」
は
、
30
人
の
会
員
が
週
２
回
、
第
１
号
公
園
体
育
館
柔

道
場
で
活
動
し
、
流
れ
る
よ
う
な
美
し
い
技
を
磨
い
て
い
ま
す
。

合
気
道
は
武
道
で
は
珍
し
く
、
勝
ち
負
け
を
争
う
試
合
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
、
お
互
い
の
習
熟
度
に
合
わ
せ
て
技
を
繰
り
返
し
稽け
い

古こ

し
、
心
身
の
鍛

錬
を
目
的
と
し
て
い
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
サ
ー
ク
ル
の
指
導
者
で
あ
る
嶋
田
豊
彦
さ
ん

（
田
代
）
は
、
合
気
道
を
始
め
て
約
40
年
に
な
る

と
い
い
ま
す
。「
地
球
の
自
転
な
ど
、
自
然
の

中
に
は
あ
る
一
定
の
流
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
流
れ
に
逆
ら
わ
ず
に
、
相
手
の
力

を
合
理
的
に
利
用
す
る
こ
と
。
こ
れ
が
合

気
道
の
神
髄
で
す
」
と
語
る
嶋
田
さ
ん
。
愛
川
町
に

越
し
て
き
て
、
こ
れ
ま
で
12
年
間
に
指
導
し
た
中
に

は
外
国
人
も
多
く
、
有
段
者
と
な
っ
て
母
国
で
合
気

道
の
指
導
を
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

心
身
の
鍛
錬
や
健
康
増
進
以
外
に
も
、
護
身
術
を
身

に
付
け
る
た
め
に
始
め
る
人
も
い
る
と
い
う
合
気
道
。

た
だ
力
の
強
さ
の
み
を
競
う
の
で
は
な
く
、
精
神
的
な

強
さ
を
求
め
る
姿
勢
が
海
外
で
も
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
世
界
中
で
多

く
の
人
々
が
入
門
し
て
い
ま
す
。
年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く
、
誰
で
も
始
め
ら

れ
る
と
こ
ろ
も
ま
た
、
魅
力
の
一
つ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

稽
古
日
◆
日
曜
日：

午
前
８
時
30
分
〜
10
時
30
分

木
曜
日：

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

場
所
◆
第
１
号
公
園
体
育
館
柔
道
場

問
い
合
わ
せ
◆
嶋
田
1（
２
８
１
）６
１
２
０

【
愛
川
合
気
道
会
】

このコーナーでは、あなたの自慢の作品を紹介させていただきます。家族やペットの写真・
自作のイラストなどをお送りください。（営利目的や宗教・政治色が強いものは掲載できません）
応募方法◆町内在住の方で、作品と住所・氏名・年齢・電話番号・作品の解説などを明記の上
お送りください。電子メールでも受け付けています。 あて先◆〒243－0392 角田251－1
愛川町役場総務課広報広聴班　電子メール◆koho@town.aikawa.kanagawa.jp

●
お
知
ら
せ
●

サ
ー
ク
ル
フ
ァ
イ
ル
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

掲
載
希
望
の
方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
班
1（
内
線
）２
１
２

たった一人の孫の
バトラー祐希、5歳です。
（曽我部闍子さん）

初夏の馬渡橋をパソコンで
描いてみました。ここはぼくの

通学路の中でお気に入りの場所です。
（藤元貴志さん）



優れた舞台芸術を鑑賞することで、子供たちの芸術を愛する心を

育てようと文化庁が実施している「本物の舞台芸術体験事業」に半

原小学校が選ばれ、このほど同校に仙台フィルハーモニー管弦楽団

がやってきました。

公演は体育館で行われ、児童約500人がドヴォルザークの「スラ

ヴ舞曲集」やチャイコフスキーの歌劇「エウゲニ・オネーギン」を

鑑賞したほか、児童数人がオーケストラの指揮者を体験するといっ

た、楽しい催しなども行われました。

公演の最後は、半原小学校校歌をオーケストラの演奏により全員

で合唱。児童らは、間近で聴くオーケストラの生演奏を満喫してい

ました。

山橋が
国の登録有形文化財に平 ーケストラがやってきた！

半原小学校で
仙台フィルハーモニー
管弦楽団が公演

オ

おととしの9月にオープンした子育て支援セ
ンターは、年間約11,200人、１
日平均約50人の親子に利用されて
います。
このほど、同センターが開設2周年を迎

えたことから、お楽しみ会「子育て支援センターのお誕生
日」を開催、95人の親子が訪れました。
何も描かれていない絵本を閉じてもう一度開くと、象の絵が表
れたり、箱の中から万国旗や色とりどりのハンカチなどが次々に
出てきたりするマジックショーに子供たちは大喜び。
また、ピアノ伴奏の歌や手遊びなどで、親子で楽しいひととき
を過ごしていました。

愛川愛川Aikawa Topics

田代の平山橋が、国の登録

有形文化財として文化財登録

原簿に登録されました。この

登録制度は、近年の国土開発

や生活様式の変化などによ

り、消滅の危機にさらされて

いる建造物を、後世に幅広く

継承するために設けられた制

度です。

大正2年に竣工した平山橋

は、既存のリベット構造トラス橋※としては珍しく、当時左岸１連だ

けが鉄製で、残りの2連は木製でした。すべてが鉄製になったのは大

正15年で、平山大橋にその機能を引き継ぐ平成15年までの約90年間、

重要な役割を担ってきました。

今年4月、人道橋に姿を変えた平山橋は、人々が行き交い、年に数

回、イベントなどに合わせてライトアップされています。

※リベット（鉄製のびょう）を使用し、三角形をいくつも組み合わせ

た枠組みの構造の鉄橋

19 2004.October

子 育て支援センター開設2周年
お楽しみ会を親子で満喫

トピックス
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人　口　　　42,850（－54）

男　　　　22,050（－12）

女　　　　20,800（－52）

世　帯　　　15,433（－31）

人口と世帯
9月1日現在
( )内は前月比

古紙配合率100％再生紙を使用しています

今年で20回目となる愛川町ふるさとまつりが、役場庁舎

周辺や文化会館で開催されます。

新鮮野菜や花きなどの販売、福祉バザーや立科町のりん

ごの即売、畜産のつどいなど数多くの催しが行われます。

また、文化会館では盆栽や書画、写真などを展示する文

化展や舞踊や歌謡、マジックなどの発表会も行われます。

問い合わせ◆商工観光課商工観光班1（内線）341

※文化展と福祉用具の展示は23日（土）も実施

日 月 火 水 木 金 土

2

6 7 8 93 4 5

1

13 14 15 1610 11 12

20 21 22 2317 18 19

27 28 29 3024 25 26

なやみごと相談
1歳6カ月児健康診査

法律相談

消費生活相談
ポリオ生ワクチン
予防接種

消費生活相談
行政書士相談
ハローワーク就労
相談会
10カ月児健康診査

交通事故相談
ポリオ生ワクチン
予防接種

4カ月児健康診査

3歳6カ月児健康診査

消費生活相談
ポリオ生ワクチン
予防接種

法律相談
ポリオ生ワクチン
予防接種

あいかわスポーツレ
クリエーション・フ
ェスティバル

消費生活相談
女性のための保健
医療相談

住宅相談
ポリオ生ワクチン
予防接種

消費生活相談
ポリオ生ワクチン
予防接種
町民健康相談

骨密度・体力測定消費生活相談
むしばいばい教室
2歳児歯科検診

交通事故相談
ポリオ生ワクチン
予防接種

ポリオ生ワクチン
予防接種

消費生活相談ふるさとまつり

10月

文化会館休館日

毎週火曜日

図書館休館日

毎週火曜日・1日（金）

第1号公園体育館休館日　　

毎週火曜日

田代運動公園・三増公園陸上競技場休園日　

毎週火曜日・13日（水）

図書館開館時間

午前９時30分～午後6時

31
休日納税窓口

休館の
お知らせ

10月24日（日）午前10時～午後3時
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